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TS-2000オールモードマルチバンダー

HF/50MHz オールモードトランシーバー

この無線機を使用するには、総務省のアマチュア無線局の免許が必要です。また、アマチュア無線以外の通信には使えません。
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単なるHFコンパクトモービル機ではなく、HF DXを楽しむことができる性能と機能を持った高性能コンパクトHF機が

TS-480シリーズです。机上がスッキリまとまるコンパクトサイズとセパレートLCDパネル操作部を採用しながら、AF

DSP標準装備など、DX'erの期待を裏切らない性能と大型固定機なみの操作性を実現しました。HFにふさわしい基本

性能を追求し、アマチュア無線で世界初*の13.8V駆動によるHF帯送信出力200Wを実現したTS-480HX。このクラス

で世界初*となる1.9MHzから50MHzまで動作可能なオートマティックアンテナチューナー内蔵の100W機TS-480SAT。

同じく50W機TS-480DAT、10W (50MHz帯 20W)機TS-480VATの4機種が登場。受信回路にはTS-950で定評のある

クワッドミキサーを採用し、高級機と同様の受信ダイナミックレンジを獲得。また、HF DXには欠かせない機能である

AF DSPによる混信／雑音除去機能を標準で装備。さらに、オプションも充実。新開発した同時に2個搭載可能な3種

類のIFフィルター、0.5ppmの周波数安定度を実現させるTCXO、メッセージの録音／再生と音声ガイドアナウンスの

2つの機能を合わせ持ったボイスガイド＆ストレージユニット、PCで無線機をコントロールできるRadio Control Program

など、より本格的なHF固定運用も可能となります。サイズを超えた実力を持つ本格HF機TS-480シリーズが、これから

のDXスタイルを大きく変えていきます。
*アマチュア無線用モービルサイズトランシーバーにて世界初(当社調べ)

DXスタイルを変える、
新発想の高性能コンパクトHF機。

TS-480
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DC13.8V運用でHF帯送信出力200Wの
TS-480HX。
❚ツインファイナルによるHF帯200W送信出力
TS-480HXはファイナル部をツインで備え、スプリッターとコン
バイナー回路とを組み合わせて13.8V電圧駆動で最大出力
200Ｗ(50MHz: 100W)を誇ります。

❚セパレートパワーサプライ
200W TS-480HX は電源入力端子(DC1, DC2)を2個装備し、
PS-53（22.5A）2台もしくは41A以上の単独電源で動作します。
これにより、コンパクトな筐体で、かつDC13.8V電源による
200W出力を可能としています。

❚ツインクーリングファン
コンパクトなトランシーバーの長時間運用
による内部発熱を抑えるために、全機
種アルミダイキャストシャーシを採
用するとともにTS-480HXはツ
インクーリングファンを搭
載、冷却効率を向上させ
ることで解決しました。
パネル操作部が本体か
ら分離しているためファ
ンは前面から後方への
強い空気の流れを生み出す
ことができ、30分間*の連続送信でもパワ
ーダウンしない、ヘビーデューティー設計になっています。

*この数値は参考値です。この場合常温25℃、アンテナSWR が１．２以下で、
冷却ファンからの空気流が妨げられないものとします。

❚ RX ダイナミックレンジ
クワッドミキサーによりTS-950クラスに匹敵するＲＸダイナミッ
クレンジを獲得しています。

ツインファイナル�

100W

100W

200W スプリッター�  コンバイナー�

100W／50W／10W機はオートマチックアンテナ
チューナー内蔵。
100W／50W／10W機はプリセットされたオートアンテナチュ
ーナーを内蔵。バンド切り替えを素早く行え、全アマチュアバ
ンド（1.8MHz ～ 54MHz）をカバーします。

送受信ともAF DSP標準装備で
DX運用に対応。
16ビットデジタル信号プロ
セッサー採用したことで、
倍精度演算（32ビット処理
と等価）、100MHz クロック、
16ビットA/D・D/Aコンバ
ータの使用が可能になり、
アナログ機とは一線を画し
た性能を発揮します。

❚新機能デジタルノイズリミッター(D.N.L.)
DNL は3レベル設定により、従来のアナログ回路やノイズブラ
ンカーでは除去が難しかったパルスノイズに対してもきわめて
有効です。車載運用時のノイズ除去にさらなる効力を発します。

❚ビートキャンセル (SSB/AM) 
DSP はAFフィルターレンジ
範囲内の複数ビートをキャン
セルします。BC1を選択する
と弱いビートや連続ビートの
干渉がキャンセルされ、BC2
を選択するとCW信号ビート
のような断続ビートを処理す
ることができます。

パルス性ノイズ�  パルス性ノイズを除去�

 ビートを�
除去�

AFフィルター�
�

目的信号�

ツインファイナルによる
２００W送信出力の
TS-480HX

オートマチック
アンテナチューナー
内蔵のTS-480SAT
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❚ノイズリダクション
SSB運用にはNR1(ラインエ
ンハンサー方式)、10レベル
設定で（オートを含む）、目的
信号の抽出に威力を発揮し
ます。CW運用には2ms刻み
で調整できるNR2(SPAC方
式)をセレクトすると、目的信
号と同じ周波数のノイズを
抑制できるので、微弱な目
的信号を周囲ノイズから峻
別します。

❚送信／受信イコライザー
イコライザーはフラット（デフォルト）、ハイブースト（2種）、フォ
ルマントパス、バスブースト（2種）、所定の設定およびユーザ
設定(ARCP-480を使用してオリジナルの設定が可能)が送受
信それぞれに可能です。

❚ AF フィルター
スロープチューンではハイカットフィルターとローカットフィル
ターを使用して目的信号(SSB/FM/AM)をノイズから分離。
Widthでは隣接ノイズ(CW/FSK)を避けるためパスバンドを調
整します。

❚送信フィルター(SSB／AMモード)
送信時の音声品質は2つのパスバンド設定間(500～2500Hzおよ
びデフォルトの300～2700Hz)を切り替えて適正に調整できます。

❚スピーチプロセッサー
スピーチプロセッサーをSSB、FM 、AM送信に使用して受信
局でのメッセージのクリア度を高めることができます。入出力
レベルは微調整(0～100)できます。

❚ CWオートチューン機能
CWオートチューン機能はCW運用時にDSPユニットを使用して
目的周波数に自動的にゼロイン。RIT動作時は、RIT周波数に
対してチューニングします。

CW運用をサポートする多彩な機能。
オートチューン機能に加え、フルブレークイン、セミブレークイ
ンをサポートし、フルブレークインの選択時には、キーを押し
終わってからアクティブ受信モードまでのディレイタイム50ms
～ 1000ms間を50ms 単位で設定することができます。また、
ピッチコントロール(400-1000Hz)、10ステップボリューム設定
によるサイドトーンモニター、エレクトロニックキーヤー、マイク
ロフォンパドルモード、ＣＷリバースモードが用意されています。
ＳＳＢモード時にKeyダウンするだけでＣＷに自動的に切り替わ
るCW自動送信機能は、50MHz 運用時、スロースキャンと組
み合わせた場合に便利な機能です。この他の便利な機能には
コンテスト時に3つの異なるCWメッセージを録音して素早く送
信できるCWメッセージ機能があります。

新開発3種類のIFフィルター (オプション)
よりアグレッシブな運用をさ
れる方にオプションで
500Hzと270Hz帯域のCW
ナローフィルター (YF-107C,
YF-107CN)と1.8kHz帯域の
SSBナローフィルター
(YF-107SN)を用意。これら
のうち2個をトランシーバー内部に同時搭載が可能です。

ノイズの中から目的信号を�
抽出します。�
�

フィルターを形成し、目的信号を�
浮かび上がらせます。�

適応フィルター�

目的信号�
�
NR1

HI カット�LOW カット�

目的信号�

スロープチューン

目的信号�

WIDTH

WIDTH

パネル用
接続端子

MIC端子

MIC
接続端子

外部SP
端子

DATA
端子

REMOTE
端子

COM
端子

NR2

■ 前面部接続端子 ■ 後面部接続端子

外部接続端子

ANT1
外部AT用
接続端子ANT2

DC1 DC2
200Wモデルのみ

GNDPADDLE
端子

電鍵端子

*TS-480SAT/DAT/VATはシングルファンを採用。

*送信イコライザーはSSB/FM/AMで動作。
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合理的なキー配列など、優れた操作性を実現。
コントロールパネルは完全分離型を採用し、本体サイズに制
約を受けない大きさで、従来の固定機と変わらない優れた操
作性を実現しています。テンキーによるダイレクト周波数入力
に対応し、階層メニューを多用していませんので操作性が良く
DX運用も容易に楽しめます。さらに、大型のアンバー色LCD
を採用により、見やすいメータ表示、周波数表示を実現してい
ます。各キーは見やすいホワイト色を採用し、イルミネーション
にも対応し夜間や移動運用時の視認性を確保しています。

スピーカー内蔵セパレート式パネル操作部。
大型の独立パネル操作部
は 6.6cmスピーカー(最大
出力2W)を搭載し、4メート
ルパネル接続ケーブルと、
2種類のパネル固定台によ
りオプションの追加購入な
しで様々な形態での設置、
運用が可能です。

❚固定運用
多数のケーブル類が接続さ
れた本体を動かすことは大
変ですが、本品はパネル操
作部だけを容易にベストポ
ジションに設置できます。

❚車載運用
4ｍの付属ケーブルにより自
由度のある取り付けが可能。
パネル操作部はブラケットか
ら簡単に脱着でき盗難防止
にも役立ちます。またオプショ
ンパネル延長ケーブルキット
PG-4Z(4m)により、さらなる設
置自由度を確保しています。

持ち運びが容易。
アウトドアでの運用に大変便利なDC 13.8V 駆動とコンパクト
なボディを採用。本体の重量は3.2kg、サイズは179mm (W) x
61mm (H) x 258mm (D)*です。そしてパネル操作部の重量は
0.5kg、サイズは180mm (W) x 75mm (H) x 37mm(D)*。

*突起部は含まれません。

パソコンからTS-480を遠隔操作。
PCベースコントロール。
ARCP-480：無線コントロール
プログラムによってほぼすべ
てのトランシーバ機能がPCベ
スでコントロールできます。さ
らにARHP-10 無線ホストプロ
グラムを使用することにより
Kenwood Network Command
Systemを実現します。

リモート・コントロール (Kenwood Network Command System)

ARHP-10
インターネット& LAN

TS-480HX/SAT/DAT/VAT

6-pin
DIN

AF out
Mic in

RS-232C

Mic & Speaker

ARCP-480

■ ホスト・ステーション ■ リモート・ステーション

ARHP-10 無線ホストプログラム*を起動することで、LANやインター
ネットを経由してトランシーバーを遠隔操作をするKenwood Network
Command Systemを実現します。VoIP（Voice over Internet Protocol)
により、離れた場所に設置したトランシーバーを運用できます。

*トランシーバーを遠隔操作する場合は「電波法関係審査基準第15（アマチュア局）の25アマチュア局の
遠隔操作」を遵守してくだい。ただし、施行期日は2004年1月13日からとなりますのでご注意ください。

インターネットを経由して遠隔操作を行なうにはグローバルIPが必要です。IPアドレスに関して不明な点は
契約プロバイダーにお問い合わせください。

Kenwood Network Command SystemのVoIPによる音声通信にはWindows®2000/XPでマイク及びスピー
カーを備えたコンピュータが必要です。

http://www.kenwood.com/j/products/radio_index.html
2種類のフリーソフトをケンウッドWebサイトからダウンロードできます。
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TS-480HX
希望小売価格176,400円
(本体価格168,000円)
出力: HF帯200W/50MHz帯100W   
技術基準適合証明取得機種

TS-480SAT
希望小売価格165,900円
(本体価格158,000円)
出力: 100W、アンテナチューナー内蔵
技術基準適合証明取得機種

TS-480DAT
希望小売価格165,900円
(本体価格158,000円)
出力: 50W、アンテナチューナー内蔵
技術基準適合証明取得機種

TS-480VAT
希望小売価格165,900円
(本体価格158,000円)
出力: HF帯10W/50MHz帯20W
アンテナチューナー内蔵
技術基準適合証明取得機種

HF/50MHz オールモードトランシーバー

�主要オプション

SO-3
TCXO
温度補償型水晶発振ユニット
希望小売価格
10,290円 (税込)

YF-107C
500Hz CW フィルター
希望小売価格
8,400円 (税込)

YF-107CN
270Hz CW ナローフィルター
希望小売価格
9,450円 (税込)

YF-107SN
1.8kHz SSB ナロー
フィルター
希望小売価格
9,450円 (税込)

PG-4Z
パネル延長ケーブル
キット (4m)
希望小売価格
6,825円 (税込)

PG-20
DC 電源コード (7m)
希望小売価格
5,040円 (税込)

HS-6
軽量ヘッドホン
希望小売価格
3,990円 (税込)

MC-43S
ハンドマイク
希望小売価格
3,255円 (税込)

MC-60S8
卓上型高級マイクロホン
希望小売価格
13,020円 (税込)

MJ-88
マイクロホン接続コード
希望小売価格
2,625円 (税込)

SP-23
外部スピーカー
希望小売価格
8,190円 (税込)

SP-50B
車載用スピーカー
希望小売価格
4,200円 (税込)

VGS-1
ボイスガイド＆
ストレージユニット
希望小売価格
8,925円 (税込)

ARCP-480
ラジオコントロールプログラム
＊フリーソフト
http://www.kenwood.com/j/products/
radio_index.html

ARHP-10
ラジオホストプログラム
＊フリーソフト
http://www.kenwood.com/j/products/
radio_index.html

より効率的に、より便利に。
メモリー機能とスキャン機能。
❚メモリーネーム機能
100個のメモリーチャネルを備え、それぞれ最大8桁の英数字
で名前を付けることができます。

❚マルチスキャン機能
メモリースキャン機能としてはプログラムスキャン、メモリース
キャン、グループスキャン、サブトーンスキャン、CTCSSスキャ
ンなど数多く搭載しています。さらに注意深くチェックしたい周
波数周辺で自動的にスキャンスピードを遅くするプログラムス
ロースキャンにも対応しています。

ボイスガイド＆ストレージ
ユニット(オプション)。
VGS-1音声ガイド&ストレージ
ユニットの装着で、周波数、
キー操作、各種設定等の音声
ガイドとメッセージの録音／再
生が可能です。トータル90秒
(3 x 30 秒)の音声を再生、および送信用としてフラッシュROM
に記録・保存。さらに常時録音機能により、常に30秒前にさか
のぼって受信、送信した音声を再生できるので、受信の再確認
に便利です。

その他の機能
●送信パワーの連続可変調整：全モードに対して送信パワーの連続可
変ができます。●200W/100W/50W機モデルにおいて最小パワー5W
に対応しており、QRP運用も可能です。（10W機の最小パワーは1Wで
す）●-12dB ATT / プリアンプのON/OFF：感度優先かIM特性優先か
を切替えます。●ノイズブランカ：パルス性のノイズを除去します。効
果レベルは１０段階の中から選択できます。●データ運用をサポートす
るPSK31互換 (SSB/FM)：データ通信時、CWナローIFフィルターに
切り替え、AF入力/出力レベル（10ステップ）を調整することができま
す。●本体PFキーにさまざまな機能を割り当てることができます。
●COMPメータ／SWRメータ／ALCメータの切替可能。●ディマー切
替：LCD表示の明るさは、OFFを含め5段階での切替が可能。また、
キーイルミネーションのON／OFFが可能。●APO (オートパワーオフ)
機能を装備(OFF／60／120／180分から選択できます)。●FMモード
送信時のナロー／ワイド切替 ●CTCSS：42波の設定が可能。●42波
のサブトーン周波数の設定が可能。●TOT(タイムアウトタイマー機能
(OFF／3／5／10／20／30分から選択できます)。●送信モニター機
能：TXイコライザーの状態をモニターしたいときなど、送信状態で送
信音声をモニターできます。●TF-SET対応：押している間だけ、実際
に送信する周波数を受信しながら送信周波数を設定。●RFゲインコ
ントロール：RF入力レベルを減衰させ強力な妨害を阻止。●VOX対
応：SSB／FM／AMモードでは、送信操作をせずに音声をマイクに入
力することで送信できます。VOXのディレイタイムは、150ms～3000ms
の範囲で設定が可能。また、VOXゲインコントロールも10段階の中か
ら設定できます。●FMモードのマイクゲインは、3段階の中から選択
できます。●従来の動作確認音のほか、機能や設定モードがOFFにな
ったときなど、鳴り分けされた充実したビープ音。モービル運用などが
便利になりました。

200W200W

●マイク、パネル、スピー
カー用延長コード(各4m)、
ラインフィルター(2個)、
6P-6Pモジュラージャック
(パネル用)、8P-8Pモジュ
ラージャック(マイク用)付属

マイクロホン接続コードMJ-88が必要。マイクロホン接続コードMJ-88が必要。
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� TS-480定格

TS-480HX TS-480SAT TS-480DAT TS-480VAT
一般仕様
周波数範囲 160mバンド 1.810～1.825MHz、1.9075～1.9125MHz

80mバンド 3.5～3.575MHz、3.747～3.754MHz、3.791～3.805MHz
非常連絡設定周波数 4630kHz
40mバンド 7.0～7.2MHz
30mバンド 10.1～10.15MHz
20mバンド 14.0～14.35MHz
17mバンド 18.068～18.168MHz
15mバンド 21.0～21.45MHz
12mバンド 24.89～24.99MHz
10mバンド 28.0～29.7MHz
6mバンド 50～54MHz

受信周波数範囲 0.5～30MHz、50～54MHz（VFOは30kHz～60MHzを連続で動作します）
電波型式 A1A, A3E, J3E, F1B, F3E
周波数安定度 -10～+50℃：±5ppm以内（-20～+60℃：±10ppm以内）
オプションSO-3装着時 -10～+50℃：±0.5ppm以内（-20～+60℃：±1.0ppm以内）
周波数安定度
アンテナインピーダンス 50Ω
アンテナチューナー整合範囲 ― 16.7～150Ω(1.9～50MHz帯）
電源電圧範囲 DC1: 13.8V±15％ 13.8V±15％

DC2: 13.8V±15％ ※1

消費電流（送信時最大） DC1: 20.5A以下 20.5A以下 15.0A以下
※受信時は1.5A以下 (無信号時) DC2: 20.5A以下 ※2

接地方式 マイナス接地
使用温度範囲 -20℃～+60℃
外形寸法（突起物含まず） 本体179W×61H×258Dmm、パネル180W×75H×37Dmm
外形寸法（突起物含む） 本体179W×69.5H×278Dmm、パネル183W×78H×68Dmm
質量 本体3.2kg、パネル0.5kg
送信部
送信出力 HF帯 200W（50W） 100W（25W） 50W（25W） 10W（5W）
( )内はAM 50MHz帯 100W（25W） 100W（25W） 50W（25W） 20W（5W）
変調方式 SSB：平衡変調　FM：リアクタンス変調　AM：低電力変調
最大周波数偏移 (FM) ワイド：±5kHz以下、ナロー：±2.5kHz以下
送信スプリアス HF：-50dB以下　　50MHz帯：-60dB以下
搬送波抑圧比 40dB以上（SSB）
不要側波帯抑圧比 40dB以上（SSB）
送信周波数特性 400～2600Hz：-6dB以内
マイクロホンインピーダンス 600Ω
XIT可変範囲 ±9.99kHz
受信部
受信方式 ダブルスーパーヘテロダイン(SSB/CW/AM/FSK) 

トリプルスーパーヘテロダイン(FM)
中間周波数 第1IF：73.095MHz

第2IF：10.695MHz
第3IF：455kHz（FMのみ）

受信感度 SSB/CW/FSK 12dBμ(4μV)以下（500kHz～1.705MHz）
（S/N10dB） -14dBμ(0.2μV)以下（1.705～24.5MHz）

-18dBμ(0.13μV)以下（24.5～30MHz）
-18dBμ(0.13μV)以下（50～54MHz）

AM 30dBμ(31.6μV)以下（500kHz～1.705MHz）
（S/N10dB） 6dBμ(2μV)以下（1.705～24.5MHz）

2dBμ(1.3μV)以下（24.5～30MHz）
2dBμ(1.3μV)以下（50～54MHz）

FM -13dBμ(0.22μV)以下（28～30MHz）
(12dB SINAD) -13dBμ(0.22μV)以下（50～54MHz）

スケルチ感度 SSB/CW/FSK/AM 25dBμ (1 8μV)以下（0.5～1.705MHz）
5dBμ(1.8μV)以下（1.8～30MHz）
1dBμ (1.1μV )以下（50～54MHz）

FM -14dBμ (0.2μV)以下（28～30MHz）
-14dBμ (0.2μV)以下（50～54MHz）

イメージ妨害比 70dB以上
中間周波数妨害比 70dB以上
選択度 SSB/CW/FSK 2.4kHz以上（-6dB）

4.4kHz以下（-60dB）
AM 5.0kHz以上（-6dB）

40kHz以下（-60dB）
FM 12.0kHz以上（-6dB）

25.0kHz以下（-50dB）
RIT可変範囲 ±9.99kHz
ビートキャンセル減衰度 40dB以上(1kHz)
低周波出力 2.0W以上（8Ω、10％歪時）

#1DC1とDC2の電圧差は±1V以内です。
#2TS-480HXは20.5A以上の2つの電源、もしくは41.0A以上 (20.5+20.5)の電源が必要です。
＊測定法はJAIAで定めた測定法によります。
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コンパクトなボディのなかにケンウッドのテクノロジーを凝縮させたHF/VHF/UHFオールインワンモデルです。アマチ

ュア無線に許されたバンドと電波形式のほとんどすべてをカバーしているため、海外とのDX QSOからローカルラグチ

ューに至るまで幅広い運用が可能です。DX QSOに欠かせない混信・雑音除去に対してはTS-870で培ったIF DSP

技術をフル投入。このIF DSPはHFのみならずV/UHFでも基本性能を発揮します。また、コンパクトなボディの中には

プリセット可能なオートアンテナチューナー（HF/50MHz）を内蔵させました。そして、TCXOを標準装備。周波数安定

度±0.5PPM（－10℃～＋50℃、メインバンドSSB/CW/FSK/AMモード）を得ています。さらに、TS-2000は単なる

HF/VHF/UHFのオールインワンモデルの域を超え、オールインワンだからこそ生きてくる機能を随所に投入。例えば

サブバンドには144/430MHzの受信部を搭載（FM/AMモードのみ）。メインバンドと掛け合わせることによりHF/50

by144/430、144by144、430by430の2波同時受信が可能になります。例えば144/430MHzバンドでローカル情報を

取りながらHF運用をバックアップ。あるいは144/430MHz帯で受信したパケットクラスター情報を瞬時にHFに設定す

るといった、アマチュア無線の醍醐味を思う存分味わえる機能も満載しました。さらには本格的な高品質の車載運用

が楽しめるよう、モービルコントローラーRC-2000をオプションとして用意。RC-2000をクルマのダッシュボード等に取

り付けることによってV/UHFはもちろんのこととして、IF DSPを搭載した基本性能がHF車載運用で楽しめます。また、

ラジオコントロール・プログラムARCP-2000によって、本体をPCでコントロールすることも可能になります。

HF/50/144/430/1200MHz帯を
コンパクトに凝縮。
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操作性の追求から生まれた3次元パネルデザイン。
マルチバンダーを簡単操作。
パネル面を人間の視線にきわめて自然に対峙させる傾斜した
フロントパネルには、夜間の操作性を高めるキーイルミネーシ
ョンを設けました。大型のLCDディスプレイはメインバンドとサ
ブバンドをクリアに表示。HFからV/UHFまで、ほとんどすべて
のアマチュア・バンドを縦横無尽に操作していただけます。

 HFから50MHzまで100Ｗのハイパワー。
本格的なDX QSOに威力を発揮。
出力は製品グレード、使用バンドによって変化します。詳しくは
下表をご覧下さい。

*（）内はAMモード※144MHz帯は月面反射運用のために100W機に変更可能／Sタ
イプ、Vタイプは購入後1200MHzユニットを追加のバージョンアップをする事ができま
す（有料）詳しくはケンウッドサービスセンターにお問い合せ下さい。

サブバンドに144/430MHzの受信部を搭載。
２波同時受信が可能。
メインバンドはHF/
50/144/430/1200MHz
帯をオールモードで送
受信可能。サブバンド
は144/430MHz帯の
受信が可能（FM/AMモードのみ）。組み合わせにより、HF/50by
144/430、144by144、430by430の2波同時受信が可能になりま
す。例えば144/430MHzバンドでローカルの情報を取りながら、
HF運用をバックアップするといったことが可能。またサブバンド
を生かし、新たにパケットクラスターチューン機能も設けました。

ケンウッドが初めて手がけ、TS-870で培ったIF DSP。
V/UHFを含むマルチバンドで威力を発揮。
16bitDSPチップを2基使用。
32bitデータ処理と等価な倍
精度演算と100MHz高速ク
ロックに対応。24bit分解能
のAD/DAコンバーターによ
り、アナログ機とは一線を画
す性能のIF DSPをメインバ
ンドに搭載。またサブバンド
にはAF DSPを採用。HFは
もちろんのこととして、V/UHF
においてもDSPの効果を味
わっていただくことができま
す。さらにメインバンドでは送
信時の変調、受信時の検波
をはじめとしてIFフィルター、スロープチューン、オートノッチ、
AGCに至るまでIF段の処理をすべてDSP化しました。とくに
IFフィルターのDSP化によって、クリスタルフィルターとは較
べものにならない帯域可変の自由度、シェープファクターの
精度を獲得。

❚ SSBモード
IF DSP処理によりハイカット
周波数とローカット周波数を
独立して可変することができ
るスロープチューンとして動作
します。音声変化の少ない状
況で混信が除去できます。

●ハイカット周波数（kHz）/ 12段階（初期値は2.6kHz)

● ローカット周波数（Hz）/ 12段階（初期値は300Hz)

同時受信の組み合わせ表

�メインバンド（HF～1200MHz帯）とサブバンド
（144/430MHz帯・FM/AM）の2波同時受信

�メインバンドIF DSP サブバンドAF DSP

�オートアンテナチューナー内蔵（HF/50MHz帯）

�サテライトモード搭載

�TCXO内蔵。±0.5PPMの高い周波数安定度
（メインバンドSSB/CW/FSK/AMモード）

TS-2000

HI カット�LOW カット�

目的信号�

■スロープチューン
HI/LOWカットを調整し、両サイドまたは片サイドの混
信から逃れることができます。
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❚ CWモード
IF通過帯域を可変して混信除去できるWIDTH、中心周波数を
動かすSHIFTとして動作します。いずれも近接した信号から逃
れることができます。

●WIDTH –通過帯域幅（Hz）/ 11段階（初期値は600Hz)

● SHIFT –中心周波数（Hz）/ 13段階（初期値は800Hz)

❚ AMモード
ハイカット周波数とローカット周波数を独立して可変できるス
ロープチューンとして動作します。ハイカット周波数はIF通過帯
域を変化させることにより混信除去を行います。

●ハイカット周波数（kHz）/ 4段階（初期値は5.0kHz)

● ローカット周波数（Hz）/ 4段階（初期値は100Hz)

❚ FSKモード
IF通過帯域を可変して混信除去するWIDTHとして動作します。

●通過帯域幅（Hz) / 4段階（初期値は1500Hz)

❚ FMモード
AF DSP処理によりハイカット周波数とローカット周波数を独立
して可変できるAFスロープチューンとして動作します。

●ハイカット周波数（kHz）/ 12段階（初期値は2.6kHz）

●ローカット周波数（Hz）/ 12段階（初期値は300Hz）

IF DSPによる信号処理。
類を見ない混信除去、雑音除去を達成。
❚ IFオートノッチ
AGCループ内のIFノッチであるため、オートノッチをONすること
によってビートに自動同調。ビートにより振れていたSメーターが
下がり、ビートの影に隠れていた信号が浮かび上がってきます。
また、このIFオートノッチはビートの周波数変化に追従し減衰さ
せることもできます。この時、自動可変されるフィルターの特性
はIF DSP処理されるため、マ
ニュアルでは調整できないほ
どシャープ。高い排除特性が
得られます。さらにオートノッチ
の追従速度は5段階に調整で
きます（追従固定を含む）。
（メインバンドSSBモードのみ）

❚デジタルIF AGC
無線機のIFやオーディオなど広いダイナミックレンジが求めら
れる用途においても十分な理論値144dBのデジタルIF AGC
で高い性能を引き出せます。また、運用モードごとに好みに合
わせた適切なリリースタイムを20段階の中から自由に設定でき
ます。IF DSP処理ですから高速度リリース特性が得られます。

❚ AF DSPにより効果的なビート除去
IFオートノッチがひとつの強力なビートに効果的であるのに対し
て、ビートキャンセルは比較的
弱い複数のビートに効果を発
揮してくれます。IFオートノッチ
と同時使用も可能であり、使
い分けることにより、さらに効
果的なビート除去が可能。（メイ
ンバンドSSB/AMモードのみ）

❚MBC（マニュアル・ビート・キャンセル）を搭載
IFオートノッチやビートキャンセル機能はSSBモードでのビート
除去に効果的なのに対してTS-2000ではCW運用においても
任意のビートを除去すること
ができるようにマニュアルビ
ートキャンセルを設けました。
マニュアルノッチとして動作
するMBCは目的のCW信号
以外のビートを除去するのに
効果的です。

ビート�ビート�ビート�

目的信号�

ビート�

目的信号�

目的信号�

WIDTH
SHIFT

ノッチフィルター�ノッチフィルター�

ビート�

目的信号�

外部接続端子❚ ❚

■WIDTH
通過帯域幅を可変することによって隣接する信号から
逃れることができます。

■SHIFT
片側に混信がある場合は、帯域幅を変えずに中心周
波数を移動させることができます。

■AF DSPにより効果的なビート除去
複数のビートを打ち消すことができます。

■新しくMBC（マニュアル・ビート・キャンセル）を搭載。
目的のCW信号以外を除去します。

■IF オートノッチ

ANT端子�
 (HF, 50MHz)�

�

COM端子�

外部SP�
端子�

ACC2 �
端子�

GND PADDLE端子� 外部AT用接続端子�

DC 13.8V

ANT端子 �
(1200MHz)

ANT端子 �
(HF RX)

ANT端子�
(144MHz, 430MHz)

外部電鍵端子�

外部 �
コントロール �

端子�

パネル用接続端子�

REMOTE�
端子�
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サテライトモード、オートアンテナチューナー
コンパクトなボディに数々の最新技術を凝縮。
❚オートアンテナチュー
ナー内蔵
1.9～50MHz帯のアマチュア
バンドをカバーします（受信も
可能）。

❚サテライトモード
サテライトモードには専用の操作モードを搭載。送受信はメイ
ンバンド側の回路を使用するためIF DSPの性能がそのまま発
揮できます。またアップリンク周波数やダウンリンク周波数もあ
らかじめ設定したシフトでトレース。大型LCDで個別表示。さら
にサテライト専用の10チャンネル・メモリー（メモリーネーム対
応）を搭載するなど使いやすい設計。その他ドップラーシフト、
リバースシフトに対応。

CW運用をサポートするフィーチャーも充実。
50MHz帯などSSBとCWが混在しているときSSBモード運
用中でもKeyダウンするだけでCWモードになり、そのまま
CW運用が可能なクイックCW TX機能を搭載。CW時のキ
ャリアポイントの切り替えも可能。注意したい周波ポイント
をチェックするためのスロースキャンと併用することでさら
に便利。またフルブレークイン、セミブレークイン、エレクト
ロニックキーヤー機能も装備。

❚パケットクラスターチューン
HF/VHF/UHFマルチバンダーの特性を活かし、本機だけで
144/430MHz帯パケットクラスター情報を受信。その内容を表
示することができます。

❚ノイズリダクション
SSB運用に適したラインエン
ハンサー方式のNR1とケンウ
ッド独自のSPAC方式のNR2、
2つのノイズリダクションを装
備。1 NR1（ラインエンハンサ
ー方式）：メインバンド（FM以
外）のオールモードとサブバン
ドのFM/AMモードで動作。音
声の周波数成分が通過できる
ようにフィルターを形成。ノイ
ズの中から目的信号を浮かび
上がらせます。このNR1はオ
ート/1～9と10段階（メインバ
ンドのみ）の設定が可能（ただ
しサブバンドはオートのみ）。2 NR2（SPAC方式）：メインバンド
のオールモードで動作。ラインエンハンサーはフィルターである
ため音声信号の中のノイズは抑圧できません。しかしSPACの
場合は目的信号と同じ周波数の雑音も抑圧するためCW運用
に効果的。相関時間を2mS～20mSまで2mSステップで10段階
に選択可能（メインバンドSSB/CW/AM/FSKのみ）。

❚ CWオートチューン
TS-570シリーズで好評をいただいたCWオートチューンを搭載。
CW運用時のゼロイン（自分の周波数を相手に合わせる）を自
動処理。またRIT ONの時はRIT周波数に対して追従します。

❚送受信の音質も自在なTX/RXイコライザー
TX/RXイコライザーはいずれも5種類の中から送受信音質が選
択可能（SSB/FM/AMのみ）。1ハイブースト 2フォルマンパ
ス（音質に関係ない帯域を減らして了解度を上げる） 3バスブ
ースト 4コンベンショナル（アナログの特性をまねたもの）
5 USER（デフォルトはフラットですがオプションのARCP-2000
を利用してオリジナルの設定が可能）。その他、送信フィルター
の帯域を切り換えるボイスイコライザー（SSB/AMのみ）や了解
度を上げるスピーチプロセッサーも搭載（SSB/FM/AM）。

❚ VOXもDSP処理
SSB/FM/AMはマイクに音声を入力するだけ、CWではキー
ダウンだけで送信可能。VOXのディレイタイムは150ms～
3000msの範囲で設定可能。VOXゲインコントロールも10段階。

適応フィルター�

目的信号�
�

ノイズの中から目的�
信号を抽出します。�
�

サテライト運用はオールモードにて
下記の組み合わせで可能

HF バンド

430MHz バンド

50MHz バンド

1200MHz バンド

144MHz バンド

■ノイズリダクション
NR1：ラインエンハンサー
フィルターを形成し、目的信号をうかびあがらせます。

■ノイズリダクション
NR2：SPAC
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モービルコントローラー、PCコントロールソフト。
新機軸にも対応する多機能モデル。
❚オプションのモービルコントローラーRC-2000に対応
コンパクトなモービルコントローラー（別売）で本体を操作するこ
とができます。本体をトランク部などに設置して、クルマのダッシ
ュボードなどにコントローラを設置。IF DSP機による本格的なHF、
V/UHFモービルが楽しめます。

❚オプションのコント
ロールソフトARCP-
2000でPCによる
本体コントロールも
可能。

その他の機能
●HF/50MHz用受信ANT×2、HFローバンド受信専用ANT、144、430、
1200専用ANT端子付 ●外部アンテナチューナー接続用端子
●DC13.8V電源端子 ●PC接続用端子 ●接続するRTTY装置に合わ
せKEY極性とHI/LOWトーン切り換え ●FSKリバース ●38波の
CTCSS  ● DCS（デジタル・コード・スケルチ）●1200MHz帯ALT
●スピーカー出力切換 ●送信モニター ●ノイズブランカ ●TF-SET
●メモリーネーム対応の周波数メモリー（最大300チャンネル）
●9600bpsの高速パケットに対応 ●音声録音DRU-3Aに対応（オプシ
ョン）●音声合成ユニットVS-3に対応（オプション）

RC-2000
モービルコントローラー
希望小売価格
41,790円 (税込)

ARCP-2000
ラジオコントロール
プログラム
希望小売価格
4,725円 (税込)

DRU-3A
デジタルレコーディング
ユニット
希望小売価格
13,440円 (税込)

HS-5
オープンエア型
ヘッドホン
希望小売価格
6,090円 (税込)

HS-6
軽量ヘッドホン
希望小売価格
3,990円 (税込)

MB-430B
モービルブラケット
希望小売価格
2,625円 (税込)*

MC-43S
ハンドマイク
希望小売価格
3,255円 (税込)

MC-60S8
卓上型高級マイクロホン
希望小売価格
13,020円 (税込)

PG-2Z
DCコード
希望小売価格
2,940円 (税込)

SP-23
外部スピーカー
希望小売価格
8,190円 (税込)

SP-50B
外部スピーカー
希望小売価格
4,200円 (税込)

VS-3
音声合成ユニット
希望小売価格
3,990円 (税込)

MC-90
卓上型高級
マイクロホン
希望小売価格

�主要オプション

●ARCPソフト
●CD-ROMドライブは
Windows95/98で動作。
●約6MBのメモリー、約5MB
以上のＨＤ容量が必要
●800×600ドット以上の
ディスプレイが必要
● PCと本体は市販シリア
ルケーブルを使用

●マイク、パネル、スピー
カー用延長コード（各5m）、
7ｍDCコード、外部スピー
カー、本体取り付けアン
グル、コントロールパネル
取り付けアングル付属
●コントローラー寸法：
幅140×高さ60（49.3）×
奥行33.3（60）mm

（ ）は突起物を含む寸法

＊モービルブラケットを縦置にした取付はお止め下さい。
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� TS-2000定格
TS-2000

一般仕様
周波数範囲 160mバンド 1.810～1.825、1.9075～1.9125MHz 80mバンド 3.5～3.575、3.747～3.754、3.791～3.805MHz
（メインバンド） 非常連絡設定周波数 4,630kHz 40mバンド 7.0～7.2MHz

30mバンド 10.1～10.15MHz 20mバンド 14.0～14.35MHz
17mバンド 18.068～18.168MHz 15mバンド 21.0～21.45MHz
12mバンド 24.89～24.99MHz 10mバンド 28.0～29.7MHz
6mバンド 50～54MHz 2mバンド 144～146MHz
70cmバンド 430～440MHz 23cmバンド 1260～1300MHz（TS-2000SX、VXのみ）

（サブバンド） 2mバンド 144～146MHz 70cmバンド 430～440MHz
受信周波数範囲 メインバンド 0.5～30MHz、50～54MHz、144～146MHz、430～440MHz、1260～1300MHz（VFOは30kHz～60MHzを連続で動作します。）

サブバンド 144～146MHz、430～440MHz
電波型式 メインバンド：A1A、A3E、J3E、F1D、F2D、F3E

サブバンド：A3E、F1D、F2D、F3E
周波数安定度（-10℃～+50℃） ±0.5×10-6以内（±0.5ppm）：メインバンドFM送信以外 ±0.5×10-6に対して±2kHz：メインバンドFM送信

±0.5×10-6に対して±600Hz：サブバンド
アンテナインピーダンス 50Ω
アンテナチューナ整合範囲 16.7～150Ω（1.9～50MHz帯）
電源電圧 DC13.8V±15％
接地方式 マイナス接地
消費電力（送信時最大） TS-2000V TS-2000VX TS-2000S TS-2000SX
※受信時は2.6A以下（無信号時） HF帯 12A以下 12A以下 20.5A以下 20.5A以下

50MHz帯 12A以下 12A以下 20.5A以下 20.5A以下
144MHz帯 12A以下 12A以下 18A以下 18A以下
430MHz帯 15A以下 15A以下 18A以下 18A以下
1200MHz帯 － 10A以下 － 10A以下

使用温度範囲 -10℃～+50℃
寸法（幅×高さ×奥行）mm 270×96×317（281×107×371：突起物を含む最大寸法）
重量 約7.8kg（TS-2000S、V） 約 8.2kg（TS-2000SX、VX）

送信部
送信出力 送信出力 HF 50MHz 144MHz 430MHz 1200MHz

TS-2000S 100W（25W） 100W（25W） 50W（25W） 50W（12.5W） 後付可能
TS-2000V 10W（5W） 20W（5W） 20W（5W） 20W（5W） 後付可能
TS-2000SX 100W（25W） 100W（25W） 50W（25W） 50W（12.5W） 10W（2.5W）
TS-2000VX 10W（5W） 20W（5W） 20W（5W） 20W（5W） 10W（2.5W）

変調方式 SSB：平衡変調　FM：リアクタンス変調　AM：低電力変調
最大周波数偏移（FM） ±5kHz以下（ワイド）±2.5kHz以下（ナロー）
搬送波抑圧比 50dB以上（SSB）
不要側波帯抑圧比 50dB以上（SSB）
送信周波数特性 400～2,600Hz（-6dB以内）
マイクロホンインピーダンス 600Ω
XIT可変範囲 ±20.00kHz

受信部
受信方式 メインバンド：クォードラプルスーパーヘテロダイン（FMはトリプルコンバージョン）

サブバンド：ダブルコンバージョン（FM、AM）
中間周波数 第1IF 69.085または75.925MHz（HF～50MHz帯）、41.895MHz（144、430MHz帯）、

135.495MHz（1200MHz帯）、（サブ：58.525MHz）
第2IF 10.695MHz（サブ：455kHz）
第3IF 455kHz
第4IF 12.0kHz

受信感度 SSB、CW、FSK 12dBμ（4μV）以下（0.5～1.705MHz） -14dBμ（0.2μV）以下（1.705～24.5MHz）
（SN10dB） -18dBμ（0.13μV）以下（24.5～30MHz、50～54MHz）

-19dBμ（0.11μV）以下（144～146MHz、430～440MHz、1260～1300MHz）
AM（SN10dB） 30dBμ（31.6μV）以下（0.5～1.705MHz） 6dBμ（2μV）以下（1.705～24.5MHz）

2dBμ（1.3μV）以下（24.5～30MHz、50～54MHz）
0dBμ（1.0μV）以下（144～146MHz、430～440MHz、1260～1300MHz）
ただしサブバンドは4dBμ（1.55μV）以下（144～146MHz、430～440MHz）

FM -13dBμ（0.22μV）以下（28～30MHz、50～54MHz）
（12dB SINAD） -15dBμ（0.18μV）以下（144～146MHz、430～440MHz、1260～1300MHz）

ただしサブバンドは-11dBμ（0.28μV）以下（144～146MHz、430～440MHz）
スケルチ感度 SSB、CW、FSK、AM 25dBμ（18μV）以下（0.5～1.705MHz） 5dBμ（1.8μV）以下（1.8～28.7MHz）

1dBμ（1.1μV）以下（50～54MHz、144～146MHz、430～440MHz、1260～1300MHz）
FM -14dBμ（0.2μV）以下（28～30MHz、50～54MHz）

-20dBμ（0.1μV）以下（144～146MHz、430～440MHz、1260～1300MHz）
ただしサブバンドのAMは1dBμ（1.1μV）以下（144～146MHz、430～440MHz）
ただしサブバンドのFMは-15dBμ（0.18μV）以下（144～146MHz、430～440MHz）

イメージ妨害比 70dB以上（メインバンド）、60dB以上（サブバンド）
中間周波妨害比 70dB以上（メインバンド）、60dB以上（サブバンド）
選択度 SSB、CW-W、AM、FM メイン2.2kHz以上（-6dB）、4.4kHz以下（-60dB）

AM メイン6.0kHz以上（-6dB）、12.0kHz以下（-50dB）
サブ12.0kHz以上（-6dB）、25.0kHz以下（-50dB）

FM メイン12.0kHz以上（-6dB）、25.0kHz以下（-50dB）
サブ12.0kHz以上（-6dB）、25.0kHz以下（-50dB）

RIT可変範囲 ±20.00kHz
ノッチフィルター減衰量 30dB以上（1kHz）
ビートキャンセル減衰量 40dB以上（1kHz）
低周波出力 1.5W以上（8Ω 10％歪時）
低周波出力インピーダンス 4～8Ω

� TS-2000定格

※（ ）内はAMモード
※144MHZ帯は月面反射運用のために100W機に変更可能後付可能
※Sタイプ、Vタイプは購入後1200MHzユニットをバージョンアップするこ
とができます（有料）。詳しくはケンウッドサービスセンターにお問い合
わせ下さい。

＊測定法はJAIAで定めた測定法によります。
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� OPTION

型名 価格 特徴 TS‐950SDX TS‐870 TS‐570 TS‐2000 TS‐480

外部スピーカー

SP‐950 希望小売価格13,650円（税込） 外部スピーカー ● ▲ ▲

※SP‐31 希望小売価格13,230円（税込） 外部スピーカー ▲ ● ▲

SP‐23 希望小売価格8,190円（税込） 外部スピーカー ▲ ▲ ● ● ●

SP‐50B 希望小売価格4,200円（税込） モービルスピーカー ● ●

マイクロホン

MC‐90 希望小売価格31,290円（税込） ● ● ● ●

MC‐60S8 希望小売価格13,020円（税込） 卓上型高級マイクロホン ● ● ● ●

MC‐43S 希望小売価格3,255円（税込） アップダウンスイッチつきハンドマイクロホン ● ● ● ●

MJ‐88 希望小売価格2,625円（税込） マイクロホン接続コード ●

ユニット

VGS‐1 希望小売価格8,925円（税込） ボイスガイド＆ストレージユニット ●

※VS‐2 希望小売価格6,195円（税込） 音声合成ユニット。表示周波数を音声でアナウンス。 ● ●

VS‐3 希望小売価格3,990円（税込） 音声合成ユニット。表示周波数を音声でアナウンス。 ● ●

※SO‐2 希望小売価格21,000円（税込） ● ●

SO‐3 希望小売価格10,290円（税込） ●

※DRU‐2 希望小売価格15,225円（税込） デジタルレコーディングユニット ●

DRU‐3A 希望小売価格13,440円（税込） デジタルレコーディングユニット ● ●

フィルター

※YG‐455CN‐1 希望小売価格19,950円（税込） 455kHz CW ナローフィルター（帯域幅250Hz ） ●

※YK‐88SN‐1 希望小売価格8,400円（税込） 8.83MHz SSB ナローフィルター（帯域幅1.8kHz ） ●

※YK‐88C‐1 希望小売価格7,350円（税込） 8.83MHz CWフィルター（帯域幅500Hz ） 標準装備

※YK‐88CN‐1 希望小売価格8,400円（税込） 8.83MHz CW ナローフィルター（帯域幅270Hz ）

YF‐107C 希望小売価格8,400円（税込） 500Hz CWフィルター

YF‐107CN 希望小売価格9,450円（税込） 270Hz CW ナローフィルター

YF‐107SN 希望小売価格9,450円（税込） 1.8kHz SSB ナローフィルター

ヘッドホン

HS‐5 希望小売価格6,090円（税込） オープンエア型 ● ● ● ●

HS‐6 希望小売価格3,990円（税込） 軽量型交換プラグつき ● ● ● ● ●

電源コード

PG‐20 希望小売価格5,040円（税込） DCコード（7m ） ●

PG‐4Z 希望小売価格6,825円（税込） パネル延長ケーブルキット ●

PG‐2Z 希望小売価格2,940円（税込） DCコード（2m ） ● ● ●

車載アングル

MB‐430B 希望小売価格2,625円（税込） ● ●

モービル・コントローラー

RC‐2000 希望小売価格41,790円（税込） ●

ラジオコントロール・プログラム

ARCP‐2000 希望小売価格4,725円（税込） ●

温度補償型水晶発振ユニット
±0.5PPM の周波数安定度を実現。
TCXO 温度補償型水晶発振ユニット
±0.5PPM の周波数安定度を実現。

DSP マイクロホン。
感度が低いため、FM モードには適しません。

同等性能搭載
につき不要。

同等性能搭載
につき不要。

同等性能搭載
につき不要。

▲…サイズが合いませんが、実使用上問題はありません。（安定化電源、外部スピーカーは、一部本体と色調の合わないものがあります。）

●
（MJ-88が必要）

●
（MJ-88が必要）

●
（2個まで装着可）

●
（2個まで装着可）

●
（2個まで装着可）

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

デジタルI Fフィルター
搭載につき不要。

●
（YK‐88C‐1と同時装着不可）

●
（1個のみ装着可）

●
（1個のみ装着可）

●
（1個のみ装着可）

※は生産終了機種です。
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縦置き、横置き、セパレート。
シャックに合わせて自由なセッティングが可能。
タワー型パソコンのような縦置きはもちろん、コントロールパ
ネルを付け替えることによって横置きも可能。また、このコント
ロールパネルは分離させて使用することもできます。付属の
セパレートケーブル（2m）を利用すれば、本体はオペレーショ
ンデスクの下、コントロール部はリグの横と言う具合に自由な
レイアウトが楽しめます。

パワーMOS FET 2SK410×16によって
連続1kW（HF/50MHz）のハイパワーを実現。
リニアアンプの心臓部にはパワーMOS FET 2SK410を4本使用
した広帯域アンプを4回路実装させました。パワーMOS FETは
直線性に優れ、高次IMDが少なく高周波特性も良好。さらには
熱暴走がなく、過出力や熱ストレスにも余裕を持って対応。
RTTYやSSTVと言ったヘビーデューティーな運用でも安定した
オペレーションが可能になります。また出力合成には、トランス結
合方式によるプッシュプル回路の欠点を改善するSEPP（Single
Ended Push Pull）を採用。一般的なDEPP（Double Ended Push
Pull）では考えられないほどの優れたIMD特性を達成しました（1.8
～24.9MHz帯において－40dB以下/1kWPEP出力）。

HF/50MHz帯をカバーするフルオートマチック・
アンテナチューナー。
CPU制御によって、整合回路の素子定数をバイナリーに可変
することができる瞬時切換型のフルオートマチック・アンテナ
チューナーを搭載しました（このアンテナチューナーは単独で
使用することも可能）。またPA段とアンテナチューナーを直結
させるローパスフィルター方式を採用して回路のシンプル化を
達成。限られたスペースの中にHF帯から50MHz帯におよぶ
ワイドバンド対応を実現させました。また自動同調時に得られ
たアンテナとの整合データは50に区分されたメモリーバンドご
と、あるいはアンテナ番号ごとに自動メモリーされます。周波
数やアンテナの変更のたびに同調を取り直す必要もありませ
ん。1秒の時間もないがしろにできないマルチバンドのコンテ
ストでも威力を発揮してくれます。

5本のアンテナと2台のトランシ
ーバーが接続可能なマルチア
ンテナ入力端子。
トランシーバーで選択したバンドに連動
して自動的にアンテナを選択することが
できるオートマチック・アンテナスイッチ
を採用しました（このアンテナスイッチも
単独で使用することが可能です）。また
同時待ち受け受信およびスルー運用が
できるアンテナ端子も装備しました。こ
れらの端子を駆使することによってDX運
用が一段とスムースに行えます。

PFC（Power Factor Corrector）を搭載した
高効率スイッチング電源を採用。
よりクリーンな正弦波を求めて、AC電流を正弦波に補正して
くれるPFC（PowerFactor Corrector）を採用しました。従来は
50～60％しか得られなかった力率を95％以上まで引き上げ
ています。このためACラインを流れる電流のピーク値は従来
機器に較べて半減。さらにはPFCにシンクロした高効率フル
ブリッジ型スイッチングレギュレーターによって瞬間最大電源
電力3.2kWを達成しました（AC200V供給時）。

停止・低速回転・高速回転。
ファンの動作をオートコントロールする低騒音設計。
高い動作効率により発熱を抑えると同時にヒートシンクの温度
をアナログ的に検出。SSBやCWといった間欠する信号の運用
時においてはすぐにファンが動作することがありません、動作し
たとしても低速回転をして騒音の発生を抑えてくれます。一方で
RTTYやSSTVといったヘビーデューティー運用時には力強く高
速回転。さらにブレークイン回路のリレーをシールドケースに収
めることによって、気になるリレー動作音も低減させました。

その他の機能
●オーバードライブやRF出力の負荷異常から回路を保護する数々のプ
ロテクションを設けました。例えば定格を大きく越えるパワーを出力しよ
うとしたときにはAPC（オートマチックパワーコントロール）が動作します。
●フルブレークイン方式を採用。●動作状態が一目で確認できるインジケ
ーターを搭載。●100V～240VのAC入力電圧に対応。●トランシーバー
のON/OFFと連動したオートパワーON/OFF（ただし接続する機種による）。［TL-933定格］●動作周波数：1.8～54MHzのアマチュアバ

ンド及び4630kHz  ● 定格出力電力：1,000W（AC200V時）、
500W（AC100V時） ●出力整合インピーダンス範囲：50Ω
不平衡VSWR≦3.0（16.7～150Ω）ただし、50MHz帯は、
VSWR≦2.0  ●不要輻射強度※1：-50dB以下（HF帯）、-60dB以
下（50MHz帯） ●相互変調度（IMD）※2：-40dB以下（1.8～
24.9MHz帯）、-38dB以下（28MHz帯）、-33dB以下（50MHz
帯） ● 入力インピーダンス：50Ω不平衡VSWR＜1.5（PA
ON時） ●励振電力：120W未満（自動同
調時30W以上） ●周波数切換時間：0.5
秒以下 ●電源電圧：AV100V～AC240V、
単相50/60Hz  ●消費電力：3kVA（1kW出
力時） ●入力電源力率：95％以上（定格
出力時） ●使用温度範囲：-10～+40℃
●外形寸法：233（幅）×444（高さ）×450
（奥行き）mm（縦置き時、突起物を含まず）
●重量：約28kg  ●付属品：操作パネル-本
体間用ケーブル（2m）、トランシーバコント
ロールケーブル（3ｍ）
※1：PEPよりの値 ※2：PEPよりの値/1kW出力時

横置き

LINEAR AMPLIFIERTL-933
HF/50MHz帯1kW リニアアンプ

シャックに合わせてセッティング自由。
パワーMOS FET採用、1kWリニアアンプ。

縦置き

セパレート

接続モード1

接続モード2

接続モード3
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� TL-933とケンウッド製トランシーバーとの接続について

周波数 オートチューン チューン時 電源スイッチ IF-232C マニュアル操作注8

トラッキング 操作 出力電力設定 連動

TS-480HX/SAT ○ ○注3 自動 ○ 不要 ○

TS-2000S/SX ○ ○注3 自動 ○ 不要 ○

TS-570S/SG △注1 ○ 自動 ○ 不要 ○

TS-870S △注1 ○注3 自動 ○ 不要 ○

TS-450S/450SAT ×注2 ○注4 手動注5 ○ 必要注7 ○

TS-690S/SAT ×注2 ○注4 手動注5 ○ 必要注7 ○

TS-850S/SL ×注2 ○注4 手動注5 ○ 必要注7 ○

TS-950SD/SDX ×注2 ○注4 手動注5 ×注6 必要注7 ○

ケンウッド製トランシーバーでTL-933をお使いいただく場合は、以下の機種が対象となります。
機種により設定や操作が異なりますので、内容を良くご確認の上ご使用ください。

●周波数トラッキング：トランシーバーで運用周波数を変更した時、TL-933のアンテナ
チューナー整合データとアンテナを自動的に切り換えます。周波数トラッキングできな
いトランシーバーは、「SET」スイッチによる手動操作となります。 ●オートチューン操
作：TL-933のチューンボタンを操作した時、チューンする為に必要なモード（FSK）に自
動的に切り換えます。●チューン時出力電力設定：オートチューン動作時、トランシーバー
側で正しくチューンが行えるように出力電力を自動的に設定します。 ●電源スイッチ連
動：トランシーバーの本体に連動し、TL-933の電源をON/OFFさせます。 ● IF-232C：
IF-232Cを使用すると、オートチューン操作時チューンする為に必要なモード（FSK）に自
動的に切り換えます。●マニュアル操作：アンテナチューナー整合データとアンテナ選択
が、「SET」スイッチによるマニュアル操作となります。また、オートチューン操作時のモー
ド/出力電力の切り替えが手動操作になります。電源スイッチの連動はTS-950SD/SDX
以外の機種は可能です。 ●専用インターフェースで制御する場合、トランシーバー本体
のRS-232Cポートを使用します。この場合トランシーバー本体をPCと接続できなくなり
ますのでご注意下さい。

注1：TS-570S/SG及びTS-870SはPCコマンド制限のため「区間指定メモリ
ーにおける周波数変更時」と「標準メモリーの周波数一時可変」を行った
場合は、最大1.5秒後でないとリニアアンプはトランシーバーの周波数変更
を検知できません。

注2：この機種はPCコマンド制限のため、リニアアンプからトランシーバーの
送信周波数を知ることができません。送受信周波数が一致しない運用（ス
プリットなど）に対応できないため、周波数トラッキング動作は行えません。

注3：オートチューン操作を行う時に、リニアアンプからのコマンドでトラン
シーバーのモードをFSKにして行います。「FSKモニター」機能がONの場
合、チューニング中にモニター音が出力されることがあります。

注4：操作前のモードに関係なくオートチューン操作終了後モードはすべて
FSKモードになりますので、元のモードに戻してください。

注5：これらの機種では送信パワーをコマンドで可変することができません
ので、チューニング時に必要な出力電力は手動で設定してください。

注6：TS-950SD/SDXは外部ATコネクターを持っていないため、この機能
は動作しません。

注7：IF-232Cはチューン時のモード切換、コマンドのやり取りのために使われます。

注8：マニュアル操作（一般的なリニアアンプとしての操作）は、上記対象機種す
べてに対応します。この場合、注7の機種でもIF-232Cは不要となります。

＜電源についてのご注意＞本品の電源ケーブルには、AC100Vの標準プラグが取り付けられています。AC200Vでご
使用の場合は、本品の電源ケーブルの電源プラグをコンセント形状と合ったものに換してご使用下さい。AC200Vラ
インの敷設については、最寄りの電力会社または販売店にご相談下さい。本品の電源ラインには、AC100V電源によ
り500Wを出力しているとき約15Aの電流が流れます。また、AC200V電源により1000Wを出力している時で約13Aの
電流が流れます。本品と同時に使用している他の設備（トランシーバーなど）や家庭用化製品などの消費電流も計算
に入れて、十分な電流容量のAC電源ラインを使用して下さい。AC100Vラインでの電流容量に十分な余裕が得られ
ない場合には、AC200Vラインのご使用をお勧めします。

20Wを超えるアマチュア無線局の申請には、第３級アマチュア無線技士以上、50Wを超える場合は、第２級アマチュア無線技士以上、200Wを超える場合は第１級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。
また第３級アマチュア無線技士の資格で、最高出力50W（100W/50W 切り換え可能機を含む）を超える機器を使ってのアマチュア無線局の申請はそのままでは申請することができませんのでご注意ください。

各機種（リニアアンプを除く）ともJARL登録機種または技術基準適合証明取得機種（電波法に基づく技術基準適合証明等を取得した表示　 技適マークがついています。）です。アマチュア局の申請時には技術基準
適合番号を技術基準認定書発行願に記載することによって送信機系統図を省略することができます。

株式会社ケンウッド／〒192‐8525 東京都八王子市石川町2967‐3     ●このカタログの内容について
のお問い合わせは、お近くの特約店にご相談ください。もし特約店でおわかりにならないときは、カスタ
マーサポートセンターへ。TEL：0570-010-114（ナビダイヤル）［平日9：30～18：00 土曜9：30～12：00
13：00～17：30 弊社休日及び祝日を除く］ ●このカタログの内容は2009年8月現在のものです。
● 定格・意匠は改善のため予告なく変更することがあります。● 当社はアマチュア無線機器の補修用性
能部品を製造打ち切り後、8年所有しています。

●このカタログに掲載した製品写真は撮影上および印刷上の条件により、実際の色
と異なる場合があります。

正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず
「取扱説明書」と「安全上のご注意」をよくお読みください。

● お買いあげは信用ある当店で

MAA‐AM0908（S05）

注意

www.kenwood.co.jp

● TS-480HX/SATとTL-933を接続するにはTS-480付属の8ピンミニDINプラグを使用
してケーブルを加工する必要があります。
●TS-480HXを使用する時の注意：
送信出力は１００W以下に設定してください。（その他の送信出力が１００Wを超える送信機
を接続する場合も同様です。）なお、本機をアンテナチューナーとして動作させた場合、
120W以上の送信出力が本機に入力されると、保護回路が働き（「A5」のアラームが点灯
します。）アンテナチューナーとしては動作しません。

ケンウッドは、これまで｢音｣を通じて多くの人と心を通わせてきました。いま私たちは、その｢音｣の世界を、ケンウッドならではの形で、さらに進化させたいと
考えています。次の時代の鼓動やお客様の声に、耳を澄まし、傾けながら。そして、新鮮な驚きや感動がもたらす幸せな気持ちを分かち合える未来に向かって。
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